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日本ユニシス株式会社
アドバンスド技術部データ利用技術室 室長
林田 英雄

ビッグデータでつなぐ
過去、現在、未来
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本日の内容

 ビッグデータのさまざまな話題

 より深い分析のために（BAとBI)
 ビッグデータ導入に向けた課題

 日本ユニシスの考えるビッグデータ
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米国大統領選挙とビッグデータ

2012年の大統領選で資金集めパーティでビッグデータを活用

カリフォルニア州に住む
40～49歳の女性をターゲット

多額の寄付を期待できる
リベラルな女性をターゲット

ジョージ・クルーニー

サラ・ジェシカ・パーカー

投影のみと
なります

投影のみと
なります
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米国大統領選挙とビッグデータ

2012年の大統領選で投票呼びかけでもビッグデータを活用

 Twitter上のインフルエンサー（フォロアーの多い人）を利用したパーソナライズなメッセージ

インフルエンサーごとに
・誰のメッセージに反応するか
・どういう種類の呼びかけが伝搬するか

 電話投票依頼をプロファイリングと結果フィードバックで効率化
登録した支援者に

事前に大統領メッセージを伝える

Narwhal

年齢、性別、
人種、住環境、

投票記録で
登録者を格付け

格付S

格付A

格付Z

格付A

格付S

格付A

格付A

電話番号

Narwhal

投影のみとなります

投影の
みとな
ります
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デジタル・マーケティングとビッグデータ
様々なユーザの行動履歴（ビッグデータ）を蓄積・分析し、

以下のプロセスを経て、デジタルマーケティングで利用します。

①収集・蓄積 ：ユーザの属性・行動履歴等のデータを収集蓄積する。
②戦略立案 ：蓄積されたデータを使い顧客セグメント/商品セグメントごとの戦略を立てる。
③施策立案管理：戦略等に基づき、訴求顧客・訴求商品、訴求チャネルなど具体的な施策に落とす。
④施策実行 ：施策に沿って、DMやメルマガ等による訴求やサイトやリアル店舗での客対応を行う。

コミュニティ

掲示板

コールセンター

リアル店舗

ネット店舗

顧客の行動

・顧客行動分析
ターゲット行動（ex離脱,購買）を取る顧客
の振る舞いの特性分析など
特定セグメントでの顧客減少原因分析など

・施策立案
離脱防止、購買率UP
特定セグメントでの離脱引上げ施策

・訴求顧客と訴求媒体の検討
訴求顧客の抽出
訴求商品の割当
訴求チャネルの検討
予算内で最大効果の訴求プラン作成

③顧客行動分析と施策立案・実施の最適化

顧客行動の収集・蓄積 施策立案管理

④適切な訴求（メディア、商品）

⑤適切な誘導と対応

購買とフォロー

クチコミと対応

クレームと対応

サイト訪問と誘導

ソーシャルと対応

施策実行

⑥実施結果の分析クラウドで

企業内で

①収集・蓄積
顧客分析
商品分析

②分析と戦略立案

レスポンス分析
ソーシャル分析

戦略立案

Ｂ
２
Ｃ
分
野
で
の
例

Ｔｗｉｔｔｅｒ

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
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具体的な事例が出始めたビッグデータ

製品ベンダー提供資料以外に、雑誌、中央官庁の白書にも事例が掲載

一部の事例では具体的に定量効果も報告

出典：総務省 平成24年版 情報通信白書



Copyright © 2013 Nihon Unisys, Ltd. All rights reserved.―7―

ユビキタス・スマートデバイスとビッグデータ

出典：総務省 平成24年版 情報通信白書

インターネットの社会基盤化等を背景に、ブロードバンド・クラウド・ソーシャルを経て、
スマートフォン等の普及によりユビキタスネット環境が完成。

膨大な情報流通・蓄積の活用‐ビッグデータと融合し、「スマート革命」へ。
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製造不具合とビッグデータ

従来の製造工程での品質管理から製造後の品質管理へ

基本的な考え方
事業者は、製品不具合に迅速かつ適切に対応するために、製品不具合に関する情報を
適切に収集し分析するためのしくみを整備することが重要です。
製品不具合は、消費者等からの苦情等を通じて発見されることが多いため、事業者は、
消費者等からの苦情等に対する適切な対応態勢を確立し、製品不具合に関する情報を可
能な限り迅速かつ正確に把握する必要があります。
また、消費者からの苦情等だけでなく、流通事業者の指摘、ネットの風評等、あらゆ
る情報に対して積極的にアンテナを張り、情報収集し、評価を継続する必要があります。

出典：経済産業省 製品安全に関する事業者ハンドブック 2012年6月
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事業継続とビッグデータ

EDR*1サーバー

メールサーバー

ファイルサーバー

その他サーバー

メール、グループウェア、各種ドキュメントなど非構造化データを含む社内の

ビッグデータを一元管理し、グローバル企業が直面するe-Discovery対策、社内

不祥事等コンプライアンス対策に活用

エンロン事件の捜査支援ツールとして
e-Discoveryツールが脚光を浴びる。

米国民事訴訟では、 事件に関連した情報として、文書書類

だけではなく、Eメールや設計図面などの電子データの提出

が義務付けられた。事件当事者は、訴訟に関連する全電子

データを保管しておく必要があるが、その情報量は膨大にな

ることから、その対策として統合アーカイブツールの導入が進

んでいる。

パワハラ・セクハラ、
情報漏えいなど

事業継続に向けた
リスク対策

グローバルビジネス展開時の
e-Discovery対策

*1 EDR(Electronic Data Recorder)
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ビッグデータについての話題の変化

ビッグデータへの注目は、今年になっても継続し、

基盤(Hadoop)以外に、“分析”、“活用”、”データサイエンティスト”も増加

ビッグデータ hadoop

ビッグデータ分析

ビッグデータ活用

データサイエンティスト

ビッグデータ
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BA(Business Analytics)とBI(Business Intelligence)

レポーティング中心としたBI利用は安定的な環境でのPDCAサイクルを支援。

BAは変化の激しいビジネス環境で構造や要因の理解を助け、”なぜ?”という

疑問解決をサポートします。

戦略 施策 評価

顧客構造
収益構造

Do

CheckAction

Plan

顧客構造
収益構造

環境変化

BA(Business Analytics)

BI（Business Intelligence)

施策実施

施策確認施策改善

施策作成
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“点”の情報から環境の変化を”線”で理解し予測へ

”点”の情報を集め、線として理解し、変化を受けた新たな環境をBAで分析・予測

Do

CheckAction

Plan Do

CheckAction

Plan Do

CheckAction

Plan

BI BI BI

BA BA BA
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より深い分析のために

粒度が細かく、頻度が高いデータをもとに、より深く精緻な分析が可能になります。

月

天気

時間

気温

８０年代のエアコンの
生産計画で利用

現代のスーパーの
商品陳列の変更



Copyright © 2013 Nihon Unisys, Ltd. All rights reserved.―15―

本日の内容

 ビッグデータのさまざまな話題

 より深い分析のために（BAとBI)
 ビッグデータ導入に向けた課題

 日本ユニシスの考えるビッグデータ



Copyright © 2013 Nihon Unisys, Ltd. All rights reserved.―16―

ビッグデータ導入状況

ビッグデータの社内牽引はＩＴ部門で始まっていますが、

ＩＴ部門だけが対象ではありません。

出典：ガートナー 「ビッグ・データ: 未来への道標 」鈴木 雅喜 、
October 3-5, 2012 Gartner Symposium / ITxpo 2012 
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ビッグデータ導入状況

導入推進派と慎重派に分かれて、目的やＲＯＩの明確化が課題に

推進派の意見
・ソーシャルデータは溢れており検討要
・Hadoop,In-memoryなど技術習得要
・B2C企業は顧客の声を聴くべき
・既存データとつなぎ価値が出せそう
・キャンペーンの反応評価は大事
・全社でデータ共有して活用したい

慎重派の意見
・ビッグデータってそもそも何か？
・基幹系データはデータ量は増えない
・費用対効果が明確に示せない。
・必要な業種業態はあるが、

自社は製造業でありはＢ２Ｃではない。

ビッグデータは
小さくはじめて
大きく育てる



Copyright © 2013 Nihon Unisys, Ltd. All rights reserved.―18―

ビッグデータ導入に向けた課題（ＲＯＩ）

ビジネス
目標の設定

何を実現するのか 適用業務と
意思決定の選定

どの業務のどの意思決定に
適用するのか

分析試行

業務と意思決定の
適用検証

ビジネス目標
達成検証

目標の達成度検証

新たな意思決定で対象業務の
改善見込みを検証

必要なデータを収集し
分析ストーリーを試行錯誤

分析ストーリーと
対象テータ検討

意思決定に必要な
データとその分析手法を検討

小さく効果検証

ビッグデータ活用に踏出す企業と、留まる企業。二つを分けるのは目的とＲＯＩ。
小さく(一部の部門、一部の業務)はじめて成果(目的・ROI)を出しながら社内展開。
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ビッグデータ導入に向けた課題（部門間の温度差）

ビッグデータを活用する部門が必ずしもビッグデータを発信していません。
データの所在を意識し、適切な運用でデータを流通させるにはＩＴ部門が不可欠

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

44.4%

28.7%

7.0%

42.7%
39.2%

73.7%

26.3%

10.5%
3.5%

70.2%

20.5%

4.7%

12.9%
19.3%

55.0%

11.7% 14.0%

0.0%

活用

収集

出典：早稲田大学マーケティング研究所
「企業のVOC活用実態とニーズに関する調査研究報告」

・70.2%の企業ではコンタクトセンターで顧客からの声を収集していると答えるが、
44.4%の企業しかコンタクトセンターでそのデータを活用していない。

・55.0%の企業しか、営業部門で顧客の声を収集していないが、
73.7%の企業では、営業部門で顧客の声を活用している。
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ビッグデータ導入に向けた課題（分析要員）

ビッグデータ活用を育てるときに、分析経験がなく、壁にぶつかることがあります。
分析のスキルを持つ要員(データサイエンティスト)のサポートで活動促進されます。

データサイエンティストに必要なスキル群

多様なスキルが必要となり、人材不足となり各スキルを持った複数メンバーにより対応

ビジネス理解・
展開スキル

業界・業務知識

大規模データ
処理スキル

専門的な
分析スキル

特定データ処理
基盤スキル

分析事例の理解

データハンド
リングスキル

基本ITエンジニ
アリングスキル

コンサルティン
グスキル・経験

基本統計・
分析スキル

プログラミング
スキル
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ビッグデータ適用シナリオ分類

ビッグデータの活用シーン、利用データは、顧客ごと、業務ごとに異なる。

日本ユニシスは用途に応じた活用シーンをもとに、お客様とシナリオを検討します。

シナリオ分類１

カスタマーインテリジェンス

適用シナリオ例

●社内外データを用いた

商品・顧客分析

・ ソーシャルデータ分析

・ コールセンター分析

・ 受注予測システム

●O2O

●フェリカを使った

デジタルサイネージ

利用データ

●顧客が起点のデータ

・顧客データ ・購買データ

・訴求データ ・商品データ

・来店記録 ・POSデータ

・Ｗｅｂアクセスログ

・ソーシャルデータ

・問合せデータ

シナリオ分類２

社会・公共・環境

適用シナリオ例

●予知・予兆検知・予防措置

・ 運転情報を用いた効率化／

品質改善（ドラレコ）、

・ マルチデバイスデータ（M2M)

を用いた業務効率／改善

・ システム保守やサポート強化

また故障や障害の予知・予防

●スマートオアシス等

（BEMS,HEMS、CEMS等）

●製品品質改善

利用データ

●マシーンデータ

・RFID          ・温度センサー

・車載器 ・自販機

・スマートメータ

・スマートデバイス

●ヒューマンデータ

・コールセンターデータ

ビッグデータの様々なビジネス活用シーン

シナリオ分類３

コンプライアンス・統制

適用シナリオ例

●ログ分析

・ セキュリティログ分析

●モニタリング処理

・ 金融犯罪モニタリング

・画像認識による犯罪防止

モニタリング

利用データ

●行動ログデータ

・アクセスログ

・カメラ

・カード請求データ

シナリオ分類４

業種共通

適用シナリオ例

●データ鮮度の高い商品分析

・ 準リアルタイム帳票作成

●データ活用基盤

・ バッチ処理時間の高速化

・ 大量で多様なデータ蓄積検索

・ マスタ統合管理

●データ処理基盤構築

利用データ

●業務系データ

・マスターデータ

・販売データ ・在庫データ

・顧客情報 ・検査データ
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ビッグデータの利用分野と目的

戦
略
的
投
資

新たなビジネス領域

顧
客
に
お
け
る
投
資
区
分

効
率
改
善
投
資

従来のビジネス領域

製品開発

販売促進
プロモーション

コンプライアンス
順守

業務基盤・社会インフラ
の運用効率化

テレマティクス

ゲノム解析マーケティング
顧客管理

スマートメーター

与信管理

コールセンター
最適化

流通最適化

BI/DWH

データ提供
サービス医療最適化

不正予知・予知

農業の最適化

凡例
適用シナリオの分類

カスタマーインテリジェンズ

コンプライアンス・統制

既存業務

社会・公共・環境IT基盤最適化

ビッグデータは、

戦略的投資による価値創出と、競争力強化のための効率改善の両面で利用

ビッグデータ利用の目的
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日本ユニシスの構築事例

事例 内容

SNS対応
市場の声分析

ソーシャル上のクチコミ、コールセンター問合せなどの継続的にモニタリングし、市場トレンド、
自社評価、市場の反応を商品企画、マーケティングのＰＤＣＡに活用。

医療コホート
診療カルテや各種検査結果など、構造化データ・非構造化データを経年蓄積・分析することにより、
予防医療や創薬などへ展開。

ドライブレコーダ活用
ドライブレコーダを使って、事故や危険運転の発生をリアルタイムに「見える化」を実現。運転状況や道
路状況のデータを分析し安全運転指導、事故防止だけでなく、コスト削減にも貢献。

コモンセンスベース
リコメンデーション

言語（言葉）の関連性（結びつきの強さや意味）を大量に収集し、位置や時間など他の情報と
組み合わせて活用。

バッチ処理時間の短縮
分散処理実行が可能な一括処理（バッチ）をHadoopを活用し並列分散処理することにより、実行時
間の大幅な短縮を実現。

営業帳票の
準リアルタイム化

基幹系データから短サイクルでデータを取込み、鮮度の高いリアルタイムDWHから帳票を作成。営業
活動のパフォーマンスが飛躍的に向上。

医療コホート
（EHR）

「空気が読める
コンピュータを

つくろう」
プロジェクト

クラウド型
電子図書館サービス

LIBEaid（ＴＭ）
（ライブエイド）

クラウド型タクシー
配車システム

Smartaxi
（スマートタクシー®）

エコLOGIシリーズ®

無事故プログラムDR®

（ドライブレコーダー)
充電インフラ

システムサービス
smart oasis®

（スマートオアシス）

未来を
リコメンドす

るＳＮＳ
Fture.me® ビッグデータ

ＥＣ、医療、製造、流通、金融などビッグデータの利用範囲は拡大しています。
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自社の
香り商品の評判分析

マーケットの
香りのトレンド分析

ＳＮＳ分析を活用した商品開発 【日用品メーカ】

社外

利用シーン

社内外に存在する”香り”の情報を開発時の” 市場トレンド”と”自社商品の評価”を活用

利用イメージ

利用効果

・業務プロセスの効率化を図り、他社に先駆けた製品リリースが可能になった。

・消費者の声や社内情報を加味した製品開発が行えるようになった。

社内

自社製品の
企画書・設計書

コールセンター
問合せ情報

製品売上情報

ソーシャル
メディア

年齢

評点

投稿日次

クチコミ原文
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ソーシャルデータを用いたリサーチは、①データ量、②データの鮮度、③集計ス

ピード、の各点でアンケートより優れており、マーケット全体のトレンド調査、自社

製品の調査に利用されています。

商品ごとにクチコミデータを分析する

② 香り商品の評判分析

新製品開発の参考とする既製の香り商品が
消費者にどう評価されているかを把握する

商品に関係なく、すべてのクチコミデータを
合わせて分析する

① 香りのトレンド分析

トレンドにあった商品を作ることで
他社との優位性を確保する

ＳＮＳ分析を活用した商品開発 【日用品メーカ】
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ＳＮＳ分析を活用した商品開発 【日用品メーカ】

商
品
の
評
点

「甘ったるくない」は
若年層に限った興味点？

「優しい」「可愛い」「甘い」は
大勢が関心をよせる点？

2010年

クチコミに出現する、
香りに関するキーワードを配置

円の大きさは
キーワードの出現頻度に比例

縦軸、横軸に
クチコミに付随する

情報を利用

発言者の年齢

商
品
評
価
に
関
連
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
把
握

クチコミデータのコメントに付随する「商品評価」「発言者の年齢」などを用
いて、年齢層ごとの商品評価のトレンドを把握します。

投影のみとなります。
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利用シーン

利用イメージ

利用効果

Twitter、Facebookを利用したWebマーケティングの一環として、会員向け
Webコミュニティーサイトに寄せられるクチコミ情報を分析。商品企画やプロモーションに活用

・商品に対する評価を発見したり、これまで想定していなかった利用シーンを発見することに
より、新しい訴求方法を発見することができた。

・キャンペーンが浸透した購買層の把握等により、キャンペーン効果を可視化できるようになった。
・社内情報である「売上」と社外情報である「クチコミ数」の関係性を可視化できるようになった。

クチコミ投稿

Internet

C to Bの情報を活用した商品企画、プロモーション

商品の評価を
視覚的に把握

商品企画部門に
フィードバックして、

新商品企画に
役立ててもらおう！

売上や評点など数値
項目との相関を分析

適切なフォロー

マーケティング
担当

評価の高い年齢層に対して、
プロモーションを強化しよう！

キャンペーンの効果で
認知度が上がってきたな。

自社ＳＮＳ上で市場の声を分析 【小売業】
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EHRへの取り組み【医療・介護】

EHR(Electronic Health Record)で扱う医療情報、患者情報に加え、予約情報、
コミュニケーション情報を高度なセキュリティ環境で統合し、多様な施設で共有・活用

【日本のEHR事例～さどひまわりネット～】
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ドライブレコーダーへの活用【運輸業】

通信機能装備のドライブレコーダーを活用した利用型サービスです。事故や危険運転の
発生をリアルタイムに「見える化」し、安全運転・エコ運転の意識向上を支援します。

無事故プログラムDR®
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ＢｉｇＤａｔａ を ＢｉｇＶａｌｕｅ に変える！
【ビッグデータを支えるテクノロジーと製品・サービス】

ビッグデータをお客様にとって価値あるデータに変えていくためのベスト・オブ・ブリード
日本ユニシスは、お客様の課題解決やニーズに最適な技術と製品・サービスを組み合わせてご提供いたします

収集

統合

分析

活用

ビッグデータ
活用ステップ

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

最
適
な
組
み
合
わ
せ
で
提
供

活
用
知
財

・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
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ビッグデータ時代のテキスト分析ソリューション

市場の声 活用シーン

Twitter
Facebook

SNS ｸﾁｺﾐｻｲﾄ

ブログ ECサイト

ERPｺｰﾙｾﾝﾀｰ

市場の声を分析し、現状把握、変化の察知、未来の予測を支援

ソーシャルメディア情報だけでなく、社内データの分析も可能

市場の声（テキスト）と数値情報の連動分析が可能

※TopicStation提供機能

／
市場調査／商品企画

広告宣伝／キャンペーン

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ／品質管理

ソーシャルメディアという超巨大な“市場の声”データをビジネスで活かす！

特長

1

※

特長

2
特長

3
※

ポジネガ分析 属性分析 トレンド分析

時系列分析 単語マップ分析 アラート

※

【TopicStation （トピックステーション）/TopicExplorer （トピックエクスプローラー）】
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Ｔｗｉｔｔｅｒ
（インスタントラーメン評価）

ビッグデータ時代のテキスト分析ソリューション

【TopicStation （トピックステーション）/TopicExplorer （トピックエクスプローラー）】
デモンストレーション

ＳＮＳ
（化粧品口コミ分析）

ＳＮＳ
（自動車ブランド比較）

株価とTwitter
（数値とテキスト分析）
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日本ユニシスの提供するビッグデータ関連サービス

４種類のデータサイエンティスト(分析スキルを持つ要員)と
お客様のビッグデータ活用検討から、システム化までをサポートいたします。

データサイエンティストに
必要なスキル群

分析プロダクト
スペシャリスト

データ処理基盤
スペシャリスト

アナリティクス
アーキテクト

データ
アナリスト

データサイエンティスト
ソーシャルデータ提供

ビジネス理解・
展開スキル

業界・業務知識

大規模データ
処理スキル

専門的な
分析スキル

特定データ処理
基盤スキル

分析事例の理解

データハンド
リングスキル

基本ITエンジニア
リングスキル

コンサルティング
スキル・経験

基本統計・
分析スキル

プログラミング
スキル

活用検討

活用検証

活用
システム化

お客様の
ビッグデータ活用

ソーシャルデータ
提供サービス

(計画中)
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日本ユニシスのビッグデータ情報

ご清聴ありがとうございました。
日本ユニシスの「ビッグデータ」については、こちらまで

メールアドレス：bigdata-box@ml.unisys.co.jp
Webページ ：http://www.unisys.co.jp/solution/bigdata/

ビッグデータ 検索
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